
2222 次元不等分割中心差分による次元不等分割中心差分による次元不等分割中心差分による次元不等分割中心差分によるナビエナビエナビエナビエ----ストーク方程式ストーク方程式ストーク方程式ストーク方程式    

2007/06/04  後 保範（東京工芸大学）  

 

1. 離散化対象式（保存形を使用） 

下記の速度-圧力法でのナビエ-ストーク方程式を通常格子で離散化する。 
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2. 不等分割計算の方法 

  不等分割中心差分は下記に 1 次元の例で示す様に、線形補間して求める。 
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3. ナビエストークス方程式の離散化 

3.1 P の離散化 
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3.2 U の離散化 
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3.3 V の離散化 
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